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F 乳児の指さし理解の発達的研究

彦

階になり， 2才以降は，言語によって答える段

階に変化する(石井 1978)。

さて，指さし行為の成立，発達過程の研究は

一定進んでいるが，指さし理解の成立過程と水

準の変化を扱った報告は少なく， Murphy， C. 

M. & Messer， D. J. (1977)の研究が唯一

のものである。彼らは 9ヶ月児と14ヶ月児の母

子 12紐ずつを対象に，母の指さしに乳児がど

のように反応するかを YTRで分析した。 9ヶ

月児は，指さしを理解できるのは手の近くの視

野の中に対象がある場合に限られているが， 14 

ヶ月児においては，多様な方向の指さしを理解

できる乙とを見出し，指さし理解の水準の違い

があると論じた。

子どもが，大人と同じように，手指(ひとき

し指)の延長をたどって指さしされた対象を見

る乙とができるようになるのは，いつの持期な

のだろうか。母親や保育者の指さしの身ぷりが，

ある対象へと子どもの注意を促す ζ とができる

ようになるのはいつの時期なのか。遠くの対象

への指さしは理解できなくても，手の届くよう'

な近くの対象を指さしされた時に，対象へ注意

する乙とができる頃があるのではないだろうか。

本研究では，乙れらの疑問を実証的に明らかに

しようとした。一

武東北大学伊藤

方法

対象児 名古屋市内の 4ケ所の保育所と 1ケ

所の乳児院に入所している，月令8ヶ月--19ヶ

月の普通児52名。(男子 31名，女子 21名)

実験期間 1978年 11月--12月.

実験場面 乳児にとって見慣れた場所である，

各保育所・乳児院の保育室の一角を利用して，

次のような実験場面を設定.して， (1)近くの

指さし， C n a)遠くの同側型指さし， C II b) 

遠くの交差型指さし，の三種類の指さしを，子

どもの担当の保母に行ってもらったF1.

乳児期後期に出現する身ぶりである「指さしJ

CPointing)が初期の言語獲得に重要な意味を

持つものとして注目されている。指さし行為の

出現の有無が， 1才半健診などで言語獲得の診

断的価値を持つという報告もみられる。

指さしはある対象を他者へ伝達する手段であ

り，音声言語と次の 3つの共通点を持っている。

第ーに，両者とも「弘一一相手一対象」の

三者関係を基盤にした対人的コミュニケーショ

ンの媒体である乙とである。

第二lζ，媒体と第三者との関係，つまり言語・

指さしと対象との間に， r能記JC意味するも

の)と「所記J C意味されるもの)という対応

関係がみられる ζ とである。乙の二者の分化に

ついては，指さしが通常は同一時空間内の事物

をさすのに用いられるのに対し，音声言語は，

能記と所記との聞に時間的にも空間的にも制約

がなく，分化の程度は高いといえる。

第三lと，指さしも言語も人間のみに特有のコ

ミュニケーション手段であるという共通点を持

つ。指さしが人類共通の形態を持つのに対して，

自然言語は民族によって形態・体系が違ってい

るとはいえ，人類のすべてがそれを使用し，他

の動物にみられないという点で共通なのである。

個体発生的にみれば，指さしは乳児の伝達手

段としての前言語的身ぷりの中では最も言語に

近い高度なものである (cf.Bates， E. et al. 

1975 ; Bates， E. et al. 1977)。
乳児lζ指さし行為が出現するのは O才後半の

10 -11ヶ月前後の時期である(若葉他 1977; 

山浦 1971;河野 1978)。指さしが出現して

から 1才の中頃までは，意味的な一語の使用が

出現する一方で，興味あるものや取ってほしい

ものに対してさかんに指さしをする。 l才の後

半になると，指さしの指示機能が言語による命

名機能によってとってかわられ(松原 1979)， 

そ乙にないものを問われても指さして答える段
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(I) r近くの指さし理解」の実

験場面(図 1) 

保母は対象児をひざの上に同じ

向きに抱いて座る。前には子ども

用のテープルの上iζ透明のアクリ

ル板が子どもの前方旦pm(約

26 cm)にある。 乙れは子どもに

とって手の届く距離である。アク

リル板の向乙う側lζ，指示対象と

なる刺激(高さ約 6cmの人形三

種:スピッツ・土人の娘・指すい

少女)を，真正面と左右 15cmの位

置に，各対象児どとにランダム

提示した。子どもと保母の前方

平侃(約 130cm)の位向

さ約 170cm，幅 200c田の緑色の単

調なカーテンを立て，その後ろに

いる観察者2名と， V TR，行動記録計，保母

への教示用テープレコーダーを子どもから遮っ

ている。カーテンには孔がVTR用に 1つ，左

右の観察者用に 2つあいており，それを通して

観察者は乳児の自の動きを見る。実験Iζ使った

部屋の中iζ特lζ子どもの注意をひくようなもの

図 1

観支Zふ観察者

V. 人形(刺激)

被験児 ~てJ
保母 L I 透明アク

リル板

図 3

があれば収り除いた。

対象児をひざの上に抱いている保母IC，イヤ

ホーンを通してのテープレコーダーからの教示

によって， 6秒間隔で左右の指示対象を交互に

5回ずつ合計 1分間の指さしをしてもらう。

(中央にある刺激は指さしされない)

指さしのやり方について，事前IC，保母へ次

のように教示した。テープの指示通りに指さし

をして子どもの注怠をその方向の対象lζ向ける

ようにする。人さし指の先がアクリル仮lζ接す

る程度にする(図 2)。言葉かけは積騒的に行

ってよい。子どもの体を対象に向けて動かした

り，子どもの顔を前からのぞき込み，視線によ

って刺激を示してはならない。

(11) r遠くの指さし理解」の実験場面(図 3)

次に対象が遠くにある指さし理解をみるため

に，乳児の前方 15や仰向にあるカー

テンの前面の床から約 130cmの高さのと乙ろに，

真正面に 1つ，そ乙から左右75仰の位置に l

つずつ指示対象となる刺激(高さ約30仰のぬい

保母

ぐるみ人形三種:うさ

ぎ・子羊・ミッキ-7

ウス)を，対象児どと

にランダム提出する。

図2 近くの指さし

図4 遠くの同銀IJ型指さし

図 5

*乳児から見て，保
母の手は右，刺激(指

示対象)は左にある。

テープによる教示は，

近くの指さしの場合と同様であるが，指さしの

方法は「近くの指さし理解」の実験場面とは違

い，次のように教示された。

保母の指さしする手と同じ側の指示対象を指

さしする場合は，日常行われているように，腕

と手を指示対象の方向にまっすぐ伸ばして指さ

じしてもらう。乙の場合を「遠くの同側型指さ

し」と呼ぶ(図 4)。

保母の指さしする手と左右反対側にある指示

対象を指さしする場合は，手指は刺激の万lζ向

けるが，人さし指の先端が乳児にとっては同側

の刺激の近くに見える位置で指さしを行っても

らった(図 5)。たとえば，保母が右手で左側

の指示対象を指さす場合，前腕と手指の向いて

いる方向を延長すると左側の対象にたどりつく

わけであるが，人さし指の背景には右側の対象

が見えているわけである「遠くの交差型J。

記録 カーテンのうしろの 2人の観察者が孔

を通して観察する。乳児が指示対象を見ている

間，行動記録計のスイッチを押す。保母の指さ

しをチェックするために VTRを使用した。

内

'u



結果

保母の指さし開始時から 2.5秒以内 lζ，乳児

が指さしされた指示対象を見た比事を求める。

乙れを「指さし理解の成功率J(以下「成功率J)

と呼ぷ。指さし開始時にすでに乳児が指示対象

を見ていた場合は無効として集計から除外した。

したがって

乳児の指示対象へのlook数
成功率.~- ._.. --.. ---x 100閲

保母の指さしの有効回数

.となる。

乙の成功率の，指さしの各タイプごとの全被

験児の平均を比較してみよう。近くの指さし理

解の課題の成効率の平均は 89%である。本実

験の被験児たちにとっては，近くの指さしを理

解する乙とはきわめて容易である乙とがうかが

える。速くの同側型の成功率の全被験児の平均

は59%であった。遠くの交差型の指さし理解

の成反j率の平均は 319彰となっており。乙の時期

の子どもにとっては，難しい問題であったとい

えよう。

暦年令によって，被験児を， 8-9ヶ月群 (7

名)， 10-11ヶ月群 (6名)， '12-13ヶ月群

(9名)， 14 -15ヶ月群(12名)， 16-17ヶ

月群(11名)， 18-19ヶ月群 (7名)の 6群

lζ分けて成功率をみたのが図 6である。各タイ

プともジグザグを描きながらも，月令が大きく

なるにつれて，成功率が増大している。近くの指

λ さし理解の成功率の平均は， 8 -9ヶ月群ーです

でに 79~ぢであり，漸増して 18 -19ヶ月群で

は95%，乙達している。月令による変動は大き

くない。遠くの同側型指さし型解について特徴

的なのは， 18 -19ヶ月群の成功率が 90%にも

なり，全被験児平均の 59%をはるかに上まわ

っている。また， 8-9ヶ月群の成功率36% 

と低いものも特徴的である。遠くの交差型では，

8-9ヶ月群から 16-17ヶ月群までは，成功

率 22%-36%の聞を上下しているのであるが，

18 -19ヶ月群では 50%に上昇している。

成功率が 50%以上であれば指さし理解が成

立しているとみなし，各月令群での人数比をみ

た(図 7)。近くの指さし理解は， 8 -9ヶ月

で被験児の 869杉が， 10ヶ月以上では， 100 % 

10096 

指
さ
し
理
解

250 
功
率

平
均

。

ぷヰと1

l月令群 (CA)

8-9 10・II12-13 14-15 16・1118-19骨Z

(7) (6) (9) U~ UD (7) (人数)

図8 各月令群の指さし理解の成功率

の平均

すなわち全員が成立している。遠くの同側型指

さしは， 8...... 9ヶ月児は理解の成立している人

数比が少ない (299幻が， 18 -19ヶ月児は，

全員が成立している。遠くの交差型指さし理解

の成立の人数比は全体的に低いが， 18 -19ヶ

月児だけ例外で， 57%にまで上昇している。

近くの指さし理解と遠くの指さし理解との聞

に，その困難さに大きな違いがみられた。近く

の指さし理解は，図?を見れば明らかなように，

ほとんどすべての被験児ができていたといえる。

乙れに比べて，遠くの同側型指さし理解の場合

には， 18 -19ヶ月の被験児のみが，全員成功

率 50%以上になっているだけなのである。 ま

た，遠くの交差型指さし理解の獲得は， 18-

19ヶ月以降の時期が多いと考えられる。

遠くの指さし理解の成功率は，近くの指さし

理解の成功率に比較して大きな差があるうえに，

遠くの同側型と交差型との聞にも大きな差が見

られた。

遠くの同側型指さし理解は，図 6・図 7にみ

られるように， 8-9ヶ月では成功率の平均も

成立している人数比もともに小さいが， 10ヶ月

-3ー



の両側型指さし理解→遠くの交差型指さし理解

の)1既により困難となる乙とが示された。それで

は，ひとりひとりの乳児は，乙れと同じ順番に

指さし理解を撞得しているのだろうか。乙れを

調べるために，ガット 7 ン・スケールの再現性・

係数を求めた。 R=0.97ときわめて高い値が

得られ，近くの指さし理解→遠くの同側型指さ

し理解→遠くの交差型指さし理解の順に聾得す

るj順次性が強い乙とが明らかにされた。

考察

指さし理解の 3つのレベルの質的な特徴と発

達的意義と獲得の過程について，実験結果をふ

まえつつ，考察してゆきたい。

近くの指さし(行動解発の指さし)

指さしする手指と対象とが距離的にも視角的

にも接近している場合である。たとえば，子ど

もの手の届く範囲にある絵本の絵を母が子に指

さしして示す場合が乙れにあたる。

乙の場合，乳児はどのようにして対象に注意

を向けるようになるのであろうか。乳児は，ま

ず大人の手を見る。乙の瞬間には，指示対象は

手という「図J1[.対する「地Jであるのだが，

両者は接しているから， r地」から「図」へと

移行するのは容易であると考えられる。

乙のときに，指さしは対象を表象(表示)さ

せる機能を担わず，手指が宇る対象へ注意を向

ける指示的な信号である乙とが理解されていな

くとも，対象を見る行動がなされるのである。

指さしは，乙の初期の段階においては，対象へ

の注意という定位反応をひきおとす行動解発的

な刺激であり，指さしは「能記J (意味するも

の)であり対象は「所記J (意味されるもの)

という対に分化しておらず，未分化で混然一体

となっている。河野 (1978)は「近くをさす指

さしjは「遠くをさす指さしJとは違って指の

探索一一つつつくととーーが指さしの起源であ

ると考え" r遠くをさす指さし」が模倣によっ

てできるようになるものであるのに対して， r近
くをさす指さしJは社会的な学習によらない

「生来性Jのものであると主張している。乙の

河野の指さし行為の起源の説明と「近くの指さ

し理解J1ζ対する上述の説明と比較して，①指

月令群(CA)

近くの指さし

人数比

100r 

50 

指
さ
し
理
解
の
成
功
率
回
%
以
上
の
人
数
開

門
指
さ
し
理
解
が
「
成
立
」
し
て
い
る
人
数
〉

8-9 10-11 12・[3[H5 16-[7 [8-[9悦

(7) (人扮

各月令群内の指さし理解の成功

率50%以上達成した被験者数

の比率

l
 
l
 

何

H
U

U~ (9) (6) (7) 

。

図 7

ー-17ヶ月の聞はジグサ'グを描き， 18 -19ヶ月

になると全員に成立するようになる。 10ヶ月前

後から獲得がすすみ， 18ヶ月以降では，ほとん

どの乳児は遠くの同側型指さし理解が可能にな

もていると考え:られよう。

河野(1978)は，母が遠くのものを指さしし

てみせると母の指ばかり見る時期が満10ヶ月頃

にあり，それ以降iζ遠くの指さしを行うように

なると言っている。本実験中には， 10......11ヶ

月児6名中 3名iζ保母の指さしを模倣する行為

が出ており，また，乙の 10......11ヶ月の月令以

降に遠くの同側型指さし理解がよくみられる乙

とから，乙の河野の結果とよく一致していると

いえる。 ー

遠くの交差型指さし理解は， 8......17ヶ月の大

多数の被験児にとって困難な課題であった。そ

の一方で， 18 ......19ヶ月児では，ほlま半数iζ 理

解が成立していた。遠くの交差型指さし理解が

ほとんどの子どもに獲得される時期は 18......19 

ヶ月以降であると推定される。注2.
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以上の結果により，全体的傾向として，各月

令の子どもにとって，近くの指さし理解→遠く
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弘

線上に対象があるという乙とではなく，対象が

手指と同一視野内にあり，視角的に近接してい

る乙とであろう。

しかし，乳児が，大人の指先の向乙うに何か

があり，その手指はその“何か"に注意を向け

させるための伝達的身ぶりでありコミュニケー

ションの手段である乙とを学習し，理解して乙

そ. r遠くの同側型指さしJの理解が成立する

乙とは重要である。子どもが指さしを，要求を

伝えたり大人の注意をある物にふり向けるため

に使用するためには，乙の「遠くの同側性指さ

しJの理解が前提になると考えられる。

遠くの交差型指さし(方向性の指さし)

指さしする手と対象とが子どもの目から見て

距離的に離れているのみならず，視角的にも離

れている場合である。大人と子どもが少し離れ

て横に並んで，大人が前方遠くにあるモノを指

さしする乙とは，遠くの交差型指さしの一例で

ある。

遠くの交差型指さし理解の成立のためには，

指さし行為が単にある対象への注意を促す身ぷ

りである乙とを知っているだけでなく，指示対

象の位置の情報が，手指の方向によって与えら

れているという乙とも知っていなければならな

い。つまり「能記J (手指)と「所記J(指示

対象)とが密着的な関係でなく. r窓意的Jで

あり法則的であるという両者の関係を知ってい

なければならない。さらに指さしする手指を見

ているときに，子どもは，指示対象の属性の 1

つである位置についての表象を持っている乙と

が必要なのではないだろうか。つまり，子ども

の視野の中に現前しないモノの位置を表象する

シンボJレ機能の介入が想定されるのである。

t
J
 

J

、，

注1. 乳児期後期の子どもを実験室で研究する

場合に困難をひきお乙すものとして，乳児の

「人見知りJr場所見知り」の問題がある。

見知らぬ人のいる所や見知らぬ場所では，不

安になって平常出せる力が出せなくなったり，

不安が嵩じてむずかったり泣き出したりする

乳児が少なからず出てしまい， ζ の要因が実

験結果に影響を与えるという，条件統制上の

因難の問題である。本実験では，乙の統制場

-5-

さしが信号(学習によって麓得されたもの)と

して機能していない，②大人の働きかけによる

社会的相互作用の手段として意識されていない，

@対象の認知のしかたが対象を静観するという

形象的なものでなく，対象にひきつけられ，働

きかけるという操作的な性絡が強い一ーなどの，

乙の原初的な指さし理解・行為の段階を説明す

るにあたっての共通点が見出されよう。

乙の初期の段階では，子どもが大人の指さし

するものを見たり，自らが人さし指で物を指さ

している乙とがあったとしても，それは指さし

を伝達的身ぷりとして理解したり，使用したり

している乙とではないのである。

速くの同側型指さし(視角的近接の指さし)

指さしする手と対象とが，子どもの白から見

て視角的lζ接近しているが，距離的には離れて

いる場合である。たとえば，大人が乳児を抱い

て，前方の木や，遠くにいる動物や雲などを，

手と腕が子どもの自の前方に来るようにのぼし

て指さしした場合などが乙れにあたる。乳児自

らが，遠くのモノを指さしする場合も同様に，

遠くの同側型指さし(の行為)である。

田中(1978)が述べているように，母が子i乙

遠くの指さしを理解させるためには，はじめは

子どもが指示対象をさがし出せないので，母が

許 自分の身体や指さしの位置を移動させて，指示

対象と手指が乳児から視角的に近接して見える

位置になるようにして教えるのである。また，

遠くの指さしを理解できるようになった子ども

が，大人とのコミュニケーションの手段として，

指さし行為をお乙なう場合，手をまっすぐにの

ばして対象に向けて指さしをする。との場合，

乳児の白から見て指示対象と自分の手とは視角

的に近接した位置になっているが，人さし指以

外の指が伸びていたり，人さし指が対象へ真直

に向けられていない場合が多い。乙れら O才の

終り ~1 才前半の子どもにとってみれば，コミ

ュニケーションの手段=伝達的な身ぷりとして

指さしを理解したり行為したりする時には，と

の「遠くの同側型」の水準に留まっているが，

日常生活において不便はないものと思われる。

指さしの対象を見つけるための手がかりとな

るのは，乙の水準においては，人さし指の延長



屈と日常場面との対立を，以下のべるように，

見慣れた場所で見知らぬ人のいない場面を設

定する ζ とで解決しようとした。

注 2. 遠くの交差型の指さしは理解できないが，

同側型の指さしは理解できる乳児に顕著に見

られた行動として，交差型の指さしをされて

いる時，指示対象と反対側の対象一一つまり

手指の近くに見える刺激対象を見るととがあ

った。指さしによって遠くのモノへ注意を向

けることはできても，手指の方向の意味する

ものが理解できない段階なのである。
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